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Joshua S. Mostow （ジョシュア・モストウ）
ブリティッシュ・コロンビア大学教授
アメリカ・ペンシルヴァニア大学大学院において博士号取得。専門は日本古
典文学・日本美術史。著書に、 Pt仰 resof the Heart: The めαkuninIsshu in 


































を研究の中心課題とする。論文に、 Laprose dans les anthologies de poemes -
Le cas des huit recueils officiels de la poesie japonaise-(Extreme-Orient Ex-
tr~me-Occident. L『anthologiepoetique en Chine et au Japon, vol. 25, 2003年）；
La double fonction des kireji (Japon pluriel 3, Editions Philippe Picquier, 1的9
年）、 Ladimension intertextuelle dans la poesie classique japonaise -1. le 
rayonnement des reseaux poetiques autour d’un waka de N6in (Daruma, 
vol. 5, 1999年）などがあるo Figures poetiques japonaises la genese de la 








鳥」」 （『比較文学J第45巻、 2003).「啓蒙と無垢の間 韓国近代文学におけ
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了。専門は日本近代文学。著書にThePoetry αnd Poetics of Nishiwαゎ－
Junzaburo: Modernism in T子αnslation.(Princeton University Press. 1993）、
Discourses of Seduction (Harvard University Press, 2004）がある。
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朱衛紅（ZhuWeihong シュ・エイコウ）
筑波大学大学院博士課程
中国・北方工業大学卒業。埼玉大学大学院修士課程修了後、筑波大学大学院
文芸・言語研究科文学専攻博士後期課程に進学、現在に至る。専門は日本近代
文学。論文に「佐藤春夫『車塵集Jにおける古典和歌との交渉J（『文学研究
論集J2001・3）、 「大正期の国字改良運動とタイプライター－イデオロギー
とテクノロジーとの交差－」 （『明治から大正へ メディアと文学J2001・
11）、 「佐藤春夫「女誠扇締諌」論－ 「私」と世外民の対話構造が意味するも
の－」 （『日本語と日本文学j2002・8）、 「佐藤春夫における文明批評の方
法－ 「魔鳥」論」 （『日本語と日本文学J2003・2）があるo
Oguz Baykara （オウズ・バイカラ）
杏林大学大学院博士課程
トルコ・ボスポラス大学言語学学部卒。杏林大学大学院修士修了後、現在に
至る。専攻は日本大正文学。著書に『基礎日本語－ トルコ語辞典J、 『日本語
からトルコ語への旅（言葉の大官険） Jがある。 『活の犯罪一志賀直哉短編
集j、 『薮の中一芥JII龍之介短編集J、 『刺青－谷崎潤一郎短編集Jのトルコ
語翻訳は印刷中。世界言語に興味があり、母語と日本語の他に、英語、フラン
ス語、 ドイツ語、イタリア語、スペイン語を話す。
Dennitza Gabrakova （デンニッツァ・ガブラコウeァ）
東京大学大学院修士課程
ブルガリア・ソフィア大学日本学科卒。アメリカ・オレゴン大学東洋研究プ
ログラム修士課程修了後、 2002年より東京大学大学院総合文化研究科超域文化
科学専攻・比較文学比較文化修士課程に在学。専門は日本近代文学、比較文
学。特に、外国（異国）が舞台になっている作品。
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